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論　　文　　の　　要　　旨
　多変数複素関数論の近年における発展において，特異点の研究は主要かつ重要な課題の1つであ
るが，本論文は孤立特異点をもつ擬斉次正則関数に対する三つの問題についての研究である。第一
章において分類間題についての結果が述べられ，第二章においてモデュラス問題についての結果が，
そして第三章において位相不変量についての結果が述べられている。
　孤立特異点をもつ擬斉次正則関数の分類聞題を提出したのはソビエトの著明な数学者Amo1’dで
あり，彼はi㎜er㎜oda1ityなる不変量㎜を導入し，m＝O，1の場合の分類を行なった。著者はin一
鵬r㎜oda1ityを擬斉次関数の重み（weight）を用いて表現することにより，m＝2，3，4，5の
場合の分類に成功し多くの擬斉次特異点を得ている。
　第二章が本論文の主要部であり，ここで孤立特異点をもつ擬斉次正則関数1に対する局所モデュ
ラス問題，すなわち関数アと位相的に同値であるが解析的に異なるものが近くにどの位あるかとい
う問題が考究されている。
　原点Oを孤立特異点とするn変数正則関数（芽）1：（C，O）→（C，O）の全体を皿とす
る。1ξ迎と位相的に同値な関数9ε衷の全体の1と解析的に同値な関数91∈攻、の全体による商
空問をMoωi（∫）で表わすとき，Moωi（！）は自然にa蝸1yticvarietyになることが知られて
いる。これについて著者の得た主要定理は次のように表現される。
「！が2変数の擬斉次関数のとき，1の属する類〔1〕は狐a1ytic　variety　Moωi（1）の正則点で
ある。そして∫の孤立特異点のmodωity（Moωi（∫）の点〔∫〕における次元）とimer搬odality
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は等しい」
証明は∫∈迎の位相構造を保ち，解析構造を変える小掻動が
　　　　　　　　　　　　kプ（劣，ツ）＝∫G，ツ）十亭、、tigi（κ，ツ）
なる形で与えられることを示すことによりなされる。ここで9王，…，へはO．2，。／（∂∫）
の擬次数≧五なる単項式基である。
　第三章において著者は余階数2の擬斉次正則関数（芽）のMi1nor　fibrationに附随する特性
多項式は位相構造を完全には決定しないことを例で示し，続いてそのquas1－type（weight）
が位相構造を完全に決定することを示している。
審　　査　　の　　要　　旨
　分類間題については，Amo1’dが行なったi㎜er聰oda1ity聰＝O，1の場合の分類方法は狐＞2
のときには計算が複雑膨大となり実際に分類を逐行するのは困難であると考えられていた。i㎜er
㎜oda1ityを擬斉次関数の重みを用いて表現する著者の創意により㎜＝2，3，4，5の場合の分類
を可能にし，Amo1’d理論を発展させた。
　1つのa滅ytic㎜anifo1d　Vが与えられたとき，Vと位相的に同値で解析的に異なるものがどの
位あるかというモデュラスの問題はRiemam，K1einの昔からRiemam面の研究で始まり，服odu1ar
関数，対称領域，整数論と深く関わり発展して来た。モデュラスの問題を特異点のあるana1ytiC
Varietyの場合に設定するのは自然である。著者の得た主定理は擬斉次関数で定義されるp1a鵬
㎝rVeの場合にこの問題を解決したもので，今後高次元の場合の研究の手掛かりを与えるものと考
えられる。この問題は十年前ArR01’dが自ら分類した具体的ないくつかの関数に対しモデュラス空
間を構成し，一般の擬斉次関数の場合に成立すること’を予想したもので，今迄Gabrie1ov＆Kush－
ni醐koの斉次関数の場合の結果および吉永氏と著者による㎜＜2の場合の結果しかなく，本論文
で2変数の場合の一般的な結果が得られた。
∫：（C，0）→（C，0）の位相構造の研究において，その位相を決定する位相不変量を見
出すことに最も基本的で重要な問題であるが，著者はアが擬斉次正則関数のときその重みが位相を
決定する位相不変量であることを言正明した。
　著者が本論文で得た結果は多変数複素関数論における特異点の研究に重要な寄与をなしたもので
高く評価される。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものとみとめる。
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